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活動の概要

rJ血球が遊び場だけをキャッチフレーズに、 ，'iI記念f11Uム、!1� !fiJJなど)や地域交流(三世代交

子どもたちを身近なli燃や地域の人たちとのふ

れ合いを通して、のびのびと育てようと活動を

駿関している� o (ひとづくり) <まちづくり〉

〈環境づくり〉を自指した幅広いスタンスで

様々な事業に取り組んでいる。長持的な活動内

容としては、次のとおりである。前lに、選31i'l、

地域の接々な同然体験スポットへパス議i誌に行

く保育園の灘営� (llq母120U) と、各種の子育

て支披事業(f号年齢の子どもを持つ保護者の111

会いの場を捷fJ~など)を行っている。第21二、

子どもの環境学習(キャンプ、ネイチャーゲー� 
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流もちつき大会、おばあさんの創作教端、� i理業

体験など}や兇{f.斡交流の1Je;践(幼光と小学生

の交流など)などに関わるf/Uしを、)J2凶程度

おこなっているの第3に、県内の子どもを対象

とした特定非常利活動を行うf;Jl体のi運営または� 

i8助に掬して、助;iペa立;殺を1J'っている。組織

の連常に関しては、まず、制!n(7)'Ì，1i ff}Jで)M~資

金(人n問、光熱費、施設費、イベント 1I日世話授

なとつを捻出し、行政などから邪教委託や助成

金を得られれば、さら;こ活動の申r.Iを広げていく

というスタイルをとっている。� 
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F .組織の瓶腰. 活勤務め校支

。代表者名
議会資�  

山由貿子 φ事業収入
。構或員数� 曾助成金� 

68人� O前年度線級金� 

O活動地媛 Oそのi鰍入

滋賀県内

。活動開始時鰐

密和62年� 

ONPQI去人柑の有熊〈空交得自)

有{平成11年4J=l9日〉

。鍛立語的

青少年の護金宵成

行Eまとの譲嫌について� 

0連慌の椙手

潜賀県

。連携の隣始鵠際

平成12年1月

。漆挽の形態

事業受託� 

O連携によるメリット等

互いのネットワークや情報を諮問9るととが

賃

貸
理
理

智

食
業

務

事

事§。 

活動的成果� 

fどもの関心や興味を引きつけ、� f‘どもの主

体性を存分に引き� 111すために辻、それ相応の絞

毒主と!Ji.IIIJfI:が必裂であるU7IiトI1体ではも 子ども

の遊びゃ学びに!関わる銭々なi，1'j励のj詰訟で、� r 
と牟もを引きつける能}Jを持った人材の主主成と、

掠々な専門性をJ、った人たちとのネットワーク.i'

の榔絡に取り読んできた。 行政とのi削JU'こよる

成巣は、次のj議りである。第� 11ム� l'Iifi体格で‘
実施する子どもlilJltのf111しにおいて、� rどもに

関わるilj!fiゅの:H;Hiとネットワ…クをイi殺にili川
することで、 Iどもを楽しませる、参加r..の .l~

体性を!J I き mす~~;のよう;で.L't献できたこと O 第2 

1'I;IJ~iむミのit:ま、情報交幾によって、i ，号動の'ft ， 

させるようなパートナーシップのあり� Hを考え� 

，での多くのぷ1"る 欠である愛を何たことせ;であるけ11

今後の観舗・臆鰭

これまでの� rどもに総わるm動の茶話を、社

会でより役立てていくためにはどのよう iこすれ

ば良いのかが?後の持組である。そのための鱗

別l'I(j課題としては、次のように考えている。ま

ず、都11こ、スタッフのスキルアップ(資格所

得やスタッフ研誇会の1m1111などん第2にも広報� 

ili!踏め充実 UJ~業の 11 的や成果を多くの入l二分

かりやすく伝える)。第3仁、� HI休としての専r"l 
t'l:.独/'IttをIPJ慨にすることで、行政などと述

批をとる際にも、� H体的にどういった事柄で役

にみ;てるのかを認識してもらえるようにするこ

とυ 前4に、� j主#i:t.ノウハウの確立(たとえば、

これから行政と述携をとって前動の繋を高めて

いきたいと与えている JI:'ì~'l'J前勤続犠に対し

て、そのための情意点や手法に守いて換言でき

る休日JIJづくり)などである。今後、活動の費を

より� 111jめていくためには、仔殺との連携は不可

υ そのためには、，Ii!むことっても、行

政にとっても、非常手IJi丹動翁i識にとっても望ま

しい、� r:，)jl~ し j の述4j~のあり方を嶺索して

¥きたいと与えている。1. 
171 


